
当教室では、研究会や公開講座 教室活動の発信をFacebookで行っております
他の研究会情報等、ご興味がある方は左のQRコードを読み込んでください

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 小児・家族看護学研究室
春の研究会

養護教諭の視点から
小児がんサバイバーの子どもたちと学校生活を考えよう

2025年  3月 12日（水）～ 14日（金）日時

看護学生・教員・医療従事者・養護教諭対象

動画配信（45分間）プログラム

養護教諭の視点から小学校・中学校・特別支援学校におけるAYA世代の小児がんの
児童・生徒さんへの関わり通じて、入院中から通院治療中、そして復学後の支援の
在り方についてお話頂きます。を

AYA世代 って・・・？
Adolescent and Young Adult (思春期・若年成人) の頭文字をとっ
たもの、主に思春期 (15 歳～) から30歳代までの世代のことです

サバイバーシップって・・・？
がんと診断されてから、生存期間の長短にかかわらず、そのすべて
の過程と、関わる家族や介護者、友人をも含みます。
がんの治療を終了したらそれで医療は終わりということではなく、
がんサバイバーの生活や人生にも配慮した医療やヘルスケアを提供
することが求められています。

＊お申込みいただき
ましたら 1 週間以内
に研究室より申込受
付メールをお送りい
たします。
メールアドレスを
入力の際にはお間違
えの無いようお願い
申し上げます。

お申込方法

下のQRコードから
お申し込みください

締切  
3月3日（月）

講師紹介

33年間、小学校2校、中学校3校、特別支援学校
1校にて養護教諭として勤務。
2022年3月に退職後、介護の傍、心理学を学び
直し現在はプロフェッショナル心理カウンセ
ラー資格を取得し、中学校の不登校サポート
ルームにて勤務している。
また、「笑顔が生まれる姿勢体幹体操」を全国
に広める活動を8年間継続中。

大西  吏津子 先生
(おおにし  りつこ)

大阪大学大学院 小児・家族看護学研究室
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